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荒川下流部は、「荒川放水路」と呼ばれていることから分かるように、自

然にできた河川ではなく、明治 44 年から昭和 5 年にかけて開削された人工

の河川である。人命や財産を洪水や高潮から防御する治水機能に加え、大都

市における貴重なオープンスペースとして、多くの人々の憩いと安らぎの場

となり、動植物の生息・生育の場ともなっている。 

特に、開削工事完成から約 80 年を経た現在、水際には感潮河川特有のヨ

シ原、干潟等が形成され、東京東部・埼玉南部の市街地における最大のオー

プンスペースとして広域自然ネットワークを支える重要な空間となってい

る。 

 

荒川下流部では、平成８年に「荒川将来像計画 1996 全体構想書」が策定

され、15 箇所の大規模自然地、30 箇所の中規模自然地を位置付け、新たな

自然地を整備することにより自然のネットワークを確保する取り組みを進

めてきた。極度に都市化した沿川地域の中にあって、自然豊かな貴重な空間

となること、加えて沿川の人々が自然と触れ合い、自然を学ぶ場となること

を目指してきた。 

しかし、草や樹木の成長を自然に任せてきたこと、管理の方向性が示され

ていなかったことなどの理由から、管理が十分行き届いていない状態となっ

た自然地では、樹林化、外来種の繁茂、漂着ゴミ、ゴミの不法投棄などの課

題が顕在し、本来の目的が達成されていない状況である。 

これら課題を解決するため、行政、地域住民、ＮＰＯ等の多様な主体が連

携、協働し、自然地を適切に管理・運営していくことが急務となっている。 

 

 こうした認識のもと、大規模自然地の一つである千住桜木地区自然地と、

中規模自然地の一つである墨田地区自然地とを対象に、自然地の目指すべき

方向性と、それを実現すべく管理・運営に関する方針、内容、役割分担等を

他の自然地に先駆けて定めた。 

本計画は、現時点での自然環境、社会環境等の情報をもとに基本的事項に

ついて方向性を示したものであり、今後、見直しを重ねることにより徐々に

良いものにしていくとともに、当該地区の環境変化等をふまえたうえで、具

は じ め に 



 

 

体の行動計画を策定していくものである。さらに、管理・運営の実施主体と

して、当該地区に関わる多様な主体により構成される組織、体制を整備する

ことが必要である。 

 また、荒川下流部での自然のネットワークを確保していくためには、当該

２地区にとどまらず、他の地区においても適切な管理・運営が不可欠である。

自然地は地区毎に、自然環境、社会環境、地域との関わり、これまでの経緯

など様々である。他地区においても、地区の特性、特徴を十分に踏まえ、本

計画に準じた管理・運営計画を策定することが望まれる。 

 さらに、将来的には、荒川下流部全域に質の高い自然環境が再生され、自

然のネットワークが持続可能な体制で管理・運営されるよう、資金を安定的

に確保し配分する仕組みや、荒川下流全域の自然のネットワークに対する取

り組み状況を把握し、必要に応じて改善していく体制の整備が必要である。 
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1 自然地管理・運営計画策定のねらい 
 

「荒川下流部自然地管理・運営計画」の策定の背景 

・荒川の河川敷は、周辺の都市住民にとっての貴重なオープンスペースであり、自然を感じ、

公園やグラウンド等としても利用することのできる重要な場となっている。 

・これまでは、「荒川将来像計画 1996全体構想書」を踏まえ、「荒川らしい自然の拠点の保全」、

「新たな自然地の創出」、「自然のネットワークをつくる」などの取り組みが進められてきた。 

・しかし、自然地における維持管理の方向性が示されていないため、高水敷の樹林化、外来種

の繁茂、漂着ゴミの堆積、ゴミの不法投棄などの新たな河川管理上の課題が生じてきている。 

・「荒川将来像計画 2010 推進計画」では、荒川下流部の川づくりの考え方のなかで、基本的な

管理内容と役割分担を明確にし、国・自治体・地域住民の協働により、継続した維持管理を

行うしくみづくりを構築し、運営していくこととされている。 

 

「荒川下流部自然地管理・運営計画」の位置づけ  

荒川下流部自然地管理・運営計画は、自然地毎に自治体が検討し作成する自然地の目指す姿

の実現に向けた維持管理・運営の基本的な考え方を示すものである。 

本計画は、足立区内の自然地の 1 つである千住桜木地区自然地を対象として、住民と行政と

の協働による、自然地の質を高めていくための具体的行動を実施していくことを目的としてい

る。今後、段階的な実施とモニタリング調査及び評価を踏まえ、必要に応じて適宜見直しを行

うものとする。なお、本計画に基づく具体の行動計画については管理・運営主体等によって検

討していくものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 自然地管理・運営計画の位置づけ 

 

地区別計画（2市 7 区） 

自然地管理・運営計画 

(必要に応じ) 

 

地区計画書 

平成 23年度 

検討中 

平成 8 年 4 月

策定 

自然地毎に 

設定する 

荒川将来像計画 2010推進計画 

荒川将来像計画全体構想書 1996 

自然地管理・運営に関する
行動計画 

管理運営主体が

検討する 

見直し 
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千住桜木地区自然地 

荒川将来像計画 2010推進計画 

自然系ゾーン 
 

2 千住桜木地区自然地の概要 
 

 千住桜木地区自然地の位置  

・図２は荒川将来像計画 2010推進計画に示される荒川下流域の「自然系ゾーン」の分布を図化

したものである。 

・千住桜木地区自然地は荒川 14k 付近右岸（足立区千住桜木地先、扇大橋下流から西新井橋に

かけての自然地）に位置している。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 荒川将来像計画 2010推進計画における自然系ゾーンと千住桜木地区自然地の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 千住桜木地区自然地の位置と周辺土地利用状況 

 

西新井橋 

扇大橋 
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写真１ 水際のヨシと木工沈床 

写真２ クロベンケイガニ 

千住桜木地区自然地の特徴  

・面積は、約 10ヘクタールと広大である（延長 1,000m、幅

100m）。 

・荒川下流で最大規模のヨシ原が形成されているほか、対岸

とあわせ、両岸一体となった荒川下流域でも代表的な大規

模自然地※

・水際のヨシ原はクロベンケイガニ等のカニ類やオオヨシキ

リ、カヤネズミ等、ヨシ原を利用する生物の生息場となっ

ている。 

として位置づけられている。 

・当地区の中に、かつてヒヌマイトトンボ（貴重種）の生息

が確認された地区が含まれている。 

・NPO 団体による清掃活動が行われているが、その他日常的

に当該地区をフィールドとして活動している市民団体等

はない。 

・周辺の主な施設としては、日暮里舎人ライナー足立小台駅（対象地区まで約 800m）、帝京科

学大学がある。 

千住桜木地区自然地の現状と課題  

・現状の広大な自然地を良好な状態で維持していくことが必要である。 

・草地には外来種（セイタカアワダチソウ、オオブタクサ等）や荒れ地を好むような種（メヒ

シバ-エノコログサ等）が進入している。 

・維持管理が行われていないため、外来種が繁茂したままになっている。 

・かつて形成されていた複雑な地形は消失し、近年ではヒヌマイトトンボの生息が見られなく

なった。 

・草地の中や水際には生活ゴミや漂流ゴミが多く、自然地の景観を損なっている。 

・河岸はシダレヤナギ(園芸種)が急速に増加している。洪水を安全に流下させるために、樹木

群は適切に管理する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真３ 外来種繁茂状況（H22） 写真４ 河岸部の樹木群（H22） 

※大規模自然地：面積が広く、生き物の生息拠点となる自然地で、将来像計画において左右岸
計 15箇所が候補地に挙げられている。 
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3 千住桜木地区自然地の管理・運営方針と管理内容 
 

本節では千住桜木地区自然地の管理・運営に係る基本的事項について以下に示す構成で整理

している。 

(1)千住桜木地区自然地の目指す姿 

(2)維持管理の内容 

(3)維持管理・運営の役割分担 

(4)管理運営のしくみ 

(5)維持管理・運営に係る資金の確保 

(6)計画の順応的な見直し 

(7)行動計画の策定 

（１）千住桜木地区自然地の目指す姿 

・多様な生きものが生息・生育する、大規模自然地として管理・運営していく。 

・水際の複雑な入り込みのある地形と、そこに形成される干潟・ヨシ原を保全し、ヒ

ヌマイトトンボやオオヨシキリなどが生息する荒川下流部でも代表的な大規模自

然地として保全・活用していくための管理を行う。 

・市民と行政の協働管理を実現するための「新たなしくみ」の形成を目指す。 

 

以下に示す図は、荒川将来像計画等で示される千住桜木地区自然地のあるべき姿と治水上の

制約等との整合を図りながら検討した一つのイメージを示したものである。イメージ図の形状、

配置は今後、詳細に検討していく。 

 

図４ 千住桜木地区 イメージ図(平面) 

約 1,000m 

※現況のヨシ原を活かしながら、池や水路などを配置して新たな活動の場を形成することも考えていく。 

草地(適宜広場を配置) 
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・高水敷は草地として管理する場所と、広場として管理する場所を適宜、配置する。配置につ

いては管理・運営の主体が管理方針を踏まえて検討し、河川管理者と調整して決定する。 

・一部、サクラソウの保全地や新たな活動の場として活用するための池や水路の設置について

も考えていく。 

図５ 千住桜木地区 イメージ図(横断) 
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【図の解説】 

［干潟］ 

・ヨシ原の中を抜けて干潟に近づくことができる

通路を数箇所設置し、干潟を利用する小動物類

や鳥類などの観察の場とする。 

・干潟は散策路からの観察を想定し、一般の利用

者が中まで入っていくことは想定していない。 

・専門家や研究者などの研究フィールドとして利

用することができる。 

 

［ヨシ原］ 

・ヨシ原は、一部、通路として利用する箇所を除

いては、一般の人たちが利用のために進入する

ことは前提としていない。 

・4年に 1回程度の草刈りにより、生物の生息・

生育環境を維持する。 

・ヨシ原を利用する昆虫類や小動物類、鳥類等を、

観察することができる。 

・専門家や研究者などの研究フィールドとして利

用することができる。 

 

［草地］ 

・子どもたちが安全に利用できるよう、定期的に

草刈りを行う。 

・虫取りや草花遊びなど、日常的な利用の場とな

るほか、イベント時には広場とあわせ、イベン

ト開催エリアとして利用できる。 

 

 

［広場］ 

・面的な利用、開放的な空間としての利用を想定

し、短く刈り込んだ丈の低い草地の状態を維持

する。 

・利活用の拠点として、イベント開催時のメイン

会場や、観察会を実施する際の集合場所として

利用できる。 

近傍類似箇所のヨシ原(イメージ) 

近傍類似箇所の干潟(イメージ) 

近傍類似箇所の草地(イメージ) 

近傍類似箇所の広場(イメージ) 
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（２）維持管理の内容 

維持管理は河川全般の区域の管理に係る内容と、広場や草地など、それぞれの目的に応じた

状態の管理に係る内容に分けられる。 

①区域の管理 

千住桜木地区自然地は図６に示すように河川区域の一部である。このため、河川管理者であ

る国土交通省が表１に示すような内容の管理を行う。 

表１ 区域の管理に係る内容 

管理の範囲 区域の管理に係る内容 

河川区域の 

管理 

洪水の安全な流下、河川環境の保

全の観点から、占用等必要な許可

の認可の他、河川区域全体の管理

を行う。 

 

 

 

 

②日常的な維持管理 

日常的に行うべき具体の維持管理のイメージを表２に整理した。千住桜木地区自然地は管理

用通路を挟んで大きく 2 つのゾーンに区切ることができる。表２に示すそれぞれの区分毎に、

維持管理の目標と、それを維持するために現時点で必要と考えられる管理のための作業内容な

らびに想定される頻度を示す。 

なお、作業の頻度等は目安であり、実施後のモニタリング結果を分析・評価しながら必要に

応じ変更・見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 維持管理のゾーニング図 

図６ 河川区域 
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表２ 千住桜木地区自然地の日常的管理に係る維持管理目標と作業内容(例) 

項目 維持管理目標 作業内容・頻度等の目安 

①ヨシ原 

生物の生息・生育環境を維持

する。 

水際部においては漂着ゴミが

堆積しにくい状況を維持す

る。 

 

・4年に 1回程度(必要に応じて)の草

刈りを行う。 

・ゴミの収集、除去を年 2 回程度行

う。 

・ヨシ焼きの試行を検討する。 

②草地 

低～高茎草本（乾燥性）を維

持し、生物の生息・生育環境

とするとともに、水面が見え

る状態を維持する。 

 

・年 2回程度の草刈りを行う。 

・セイタカアワダチソウやオオブタ

クサ等の外来種が侵入した場合は

除去する。 

③広場 

(草地の中に

適 宜 配 置 す

る) 

草丈を低く抑え、休憩、利用

の拠点等として利用できる場

とするとともに、水面が見え

る状態を維持する。 

散策路等、多くの利用者が見

込まれる範囲では、利用者の

安全で快適な利用環境を維持

する。 

 

・年 5～8回程度の草刈りを行う。 

・セイタカアワダチソウやオオブタ

クサ等の外来種が侵入した場合は

除去する。 

・ゴミの収集、除去を日常的に行う。 

※池や水路等を配置した場合は、その設置目的に応じ、求められる機能を維持するために必要な

管理を適宜実施していくこととなる 
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（３）維持管理・運営の役割分担 

千住桜木地区自然地の維持管理・運営を推進していく上での役割分担を、維持管理作業、維

持管理を計画的に行っていくための企画・運営、モニタリングのそれぞれに区分して整理した。

また、整理にあたっては将来的な組織化を目指した基盤を作るための準備期間、国土交通省が

主体となって試行する移行期間、その後の本格実施となる将来時の、3段階に区分した。 

 

[準備期間] 

準備期間は、国土交通省が管理の主体となって、将来的に様々な民間の力を活用した維持管

理・運営の仕組みを構築していくための準備をすすめる。民間の活動団体は広く公募により募

集する。 

 

[移行期間] 

国土交通省が主体となって、様々な活動団体の代表の協力を得ながら運営団体を組織し、様々

な民間の活動団体との協働による維持管理活動の試行を行う。 

 

[将来] 

将来時には、活動団体の代表で構成された、活動団体を中間で取り持ちながら企画・調整を

担う中間支援組織が主体となり、国土交通省、足立区が支援しながら管理・運営等のマネジメ

ントを実施していく。 

 

なお、役割分担の詳細や、それぞれの時期での取り組みの内容等については、試行と状況確

認・評価を繰り返しながら問題点、課題を抽出し、企画・運営の主体がその時期に応じて必要

に応じて見直しを行っていくものとする。 
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（４）管理運営のしくみ 

千住桜木地区自然地における管理・運営のしくみの考え方  

広大なエリアを効率よく管理していくことが必要であることから、地先に限らず周辺地域の企

業や大学等の参画を促すなど、より多くの人の力を集めて対応していくようなしくみを構築する

必要がある。そのためには、将来は中間支援組織を設立することを念頭に置いて、計画的、段階 
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的な組織化を図っていくことが重要である。このため、千住桜木地区自然地では、以下に示すよ

うな段階的取組みを進めていくこととする。 

図８ 千住桜木地区自然地の維持管理・運営のしくみのイメージ 
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（５）維持管理・運営に係る資金の確保 

・千住桜木地区自然地の資金の確保方法としては、①助成金・補助金制度の活用、②命名権（ネ

ーミングライツ）、③寄付金、会費からの拠出、などの方法がある。 

・そのほか、④活動団体のイベントで得られた収入の一部を管理に充てる方法もある。 

・資金確保の確実性、継続性、実現性、法制度、などの観点から地区毎の場の特性を考慮して

採用する方法を検討する必要がある。 

・千住桜木地区自然地における維持管理に必要な費用は、企業による助成金や寄付金等を活用

していく体制を構築していくことが現実的である。 

 

（６）計画の順応的な見直し 

・本計画は確定したものではなく、今後、試行しながら具体の内容を充実させ、また必要に応

じ修正・見直しを施していくものとする。 

・計画の修正、見直しにあたっては必要に応じモニタリング調査結果を参考とする。 

 

（７）行動計画の策定 

・千住桜木地区自然地の維持管理・運営に係る基本的な考え方を示した本計画に基づき、年間

スケジュールなどの活動計画、公募により選定される各活動団体間の調整、資金の運用等に

関わる具体の「行動計画」を策定する。行動計画は企画・運営の主体となるマネジメント組

織が、公募により選定される各活動団体が提出する企画書等をもとに検討・策定していくも

のとする。 

・行動計画は、モニタリング調査結果を参考としながら必要に応じ修正、見直しを行っていく

ものとする。 
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4 今後の課題 
 

（１）千住桜木地区自然地の今後の展開について 

○活動団体としての協力者の募集方法 

・活動される方が魅力を感じられる募集の方法を検討する必要がある。 

○資金確保方法の検討、提案 

・維持管理・運営にあたって必要となる資金の安定的な確保に向けて、民間企業の賛同、協

力体制を構築する必要がある 

・資金調達方法、その展開方法について検討していく必要がある 

○地域住民の河川愛護意識の向上に向けた取り組み 

・活動を支える地域住民に対し、河川愛護意識を向上するための取り組みを継続的に実施し

ていく必要がある 

○行動計画の策定にあたっての留意点 

・行動計画をできるだけ早期に作成する。 

・策定にあたっては関係機関や他団体等から幅広く意見を聞く。 

（２）他の自然地への展開について 

・千住桜木地区における自然地の維持管理・運営のしくみを構築していく今回の取り組みは、荒

川下流域におけるパイロットプランとして位置づける。 

・千住桜木地区自然地において実施する試行的取り組みの結果得られた知見（モニタリング結果

等を含む）については、情報を蓄積・共有し、荒川下流部の他の自然地における取り組みへ反

映させていく。 
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5 参考資料 
 

■荒川下流部自然地管理・運営検討会名簿 
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■荒川下流部自然地管理・運営検討会における検討経緯 
 

 

 
 

第 5 回検討会 

(1 月 17 日) 

第 1 回 

(2 月 4 日) 

第 2 回検討会 

(5 月 17 日) 

第 3 回検討会 

(7 月 7 日) 

 

第 4 回検討会 

(11 月 8 日) 

検討会での 
検討範囲 

（1）荒川の自然環境の現状把握 

モデル地区における自然地の現状(特徴、問題点)を把握し、「自然地管理･運営」に

おける課題を明確化する。 

（1）モデル地区における自然地管理･運営の方向性の検討 
モデル地区における自然地の維持管理に必要な情報を収集・整理し、自然地管理・

運営の方向性を検討する。 

現地視察会の開催 

モデル地区の現状、ならびに荒川下流部の他箇所における維持・管理の実施事例

について、現地を実際に見学することでイメージを共有する。 

（3）モデル地区における自然地管理・運営計画(素案)の作成 

①モデル地区における自然地管理・運営のしくみについて、事務局素案を提示、協

議。 

②モデル地区における自然地管理・運営の方針について、関係団体等からの意向を

踏まえ事務局素案を提示、協議。 

モデル地区での 

自然地管理の継続的実施 

その他地区の 

自然地管理・運営への展開 

モデル地区における自然地管理･運営計画の策定 

（2）モデル地区における自然地イメージと維持管理内容等について検討 

モデル地区において自然地のイメージ、及びそれを維持するための維持管理体制

について検討する。 

（4）自然地管理・運営計画(案)の作成 

関係諸機関等への意向調査等を踏まえ、素案を見直した「自然地管理・運営計画

(案)」を作成、協議。 

＜平成 22年度＞ 

＜平成 23年度＞ 

現地視察会 

(8 月 29 日) 

＜平成 24年度以降＞ 
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